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見えないことに注意を向けて 

校長 Ｔ．Ｉ． 

８月に中種子町教育講演会が行われ,「通常学級における特別な配慮の必要な児童生徒の指導について」

という演題で,鹿児島国際大学の大坪治彦先生のお話を伺いました。 

「発達障害」という言葉は 10数年前からよく聞かれるようになり,その特性を生かしてテレビ等のメデ

ィアで活躍する人も多くいらっしゃいます。一方,以前より理解が進んではいるものの,言葉だけが上滑り

しているように感じられることも多くあります。わたし自身も「理解できている。」と自信を持って言うこ

とはできません。 

発達障害とは脳機能の発達がアンバランスで,社会性,学習する力,認知する力,注意力などに問題が生じ

ることを言い,現実の生活に困難があり生きづらいと感じることが多いそうです。代表的な発達障害には３

つのタイプがありますが,いずれも「自閉症スペクトラム障害」という診断名がついており,それぞれ次の

ような特性があります。 
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アスペルガー症候群と自閉症 

・コミュニケーションが苦手である。 

・こだわりが強く柔軟性がない。 

・想像力が弱い。             等 

注意欠陥多動性障害(ADHD) ・注意の持続や配分,転換が難しい。 

・多動で衝動的である。          等 

学習障害(LD) ・「話す」「聞く」「読む」「書く」「計算する」等の一部が著しく困

難であり,成績不振とみなされがちである。 等 

 このような特性があるからといって必ずしも発達障害だというわけではありませんが,がんばってもなか

なかできない,という場合は脳のアンバランスさによるものかもしれません。そんな場合には「なんででき

ないの。」「どうしてそんなことするの。」といった,つい言ってしまいがちな叱り方は適切ではないという

ことです。 

 また,今回の講演では「深く考える」「刺激に過敏」といった特性をもつ人(ＨＳＰ)についての話もあり

ました。「人一倍繊細な人」という意味をもつ言葉で,約 20%の人はこの特性を持っていると言われていま

す。障害というわけではありませんが,そうではない 80%の人に対して少数派であるため,生きづらさを感

じることが多いそうです。夏休みに書店に行ったとき,『繊細さんの本』『敏感すぎて生きづらい人の明日

からラクになれる本』といった本が,数種類並んでいたことを思い出しました。 

私がこれまで出会ってきた子供たちの中にも,運動会のピストルの音が苦手で耳をふさいでいたり,服と

肌がすれることが不快だったり,人が話している様子が気になったりする子供たちがいましたが,その子た

ちに対して「気にしすぎだよ。」としか言えなかった自分を振り返り,「気にしすぎ」は自分の感じ方の基

準だったのだと反省することでした。 

 わたしたちは自分の感じ方を基準として考えます。わたしの普通

は,他の人には普通ではないかもしれない。このことは,発達障害の有

無やＨＳＰであるかないかだけではなく誰と接するときでも大切なこ

とではないでしょうか。 

目に見えていること,言葉として発せられたことだけでなく,見えな

い部分や発せられた言葉の背景に意識を向け,その人を理解しようと

する気持ちを持っていきたいと思います。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                (新型コロナウイルス感染症等の影響により， 

                             延期や中止・変更になることがあります) 

9/15(火) 
21(月) 
22(火) 
25(金) 
26(土) 
27(日) 
28(月) 

５あいさつ指導 
敬老の日 
秋分の日 
５あいさつ指導 
PTA愛校作業 
小学校大運動会 
運動会による週休日の振替 

10/５(月) 
９(金) 

15(木) 
20(火) 
23(金) 

 

５あいさつ指導 
秋の一日遠足 
５あいさつ指導 
宿泊学習(～22) 
宿泊学習休養措置日(5,6年) 
 

頑張ります！～２学期・運動会練習スタート～ 

９・10月の主な行事 

９月27日(日)は，運動会です。今年

度は，新型コロナウイルス感染症予防

の観点から，校区との合同ではなく，

学校単独での開催となります。 

子供たちは，運動会に向け，日々練

習に汗を流しています。今年の運動会

は，全てが学校の競技となるため，息

つく暇もないくらい盛りだくさんな状

態となりますが，みんな頑張っていま

す。今年度は，参観者を制限しての実

施となるため，たくさんの御参観をお

願いします！とはいきませんが，「個

の力」と「集団の力」を掛け合わせ，

更に大きな力を発揮してくれることで

しょう。 

 

 

 

 

 

 

今年度も，3,4年生の総合的な学習の時間を中心に，ウミガメ保護活動を行いました。６月にウミガ

メ保護委員の春田守さんに御協力いただき，長浜海岸で117個の卵を取って，学校のふ化場に埋めまし

た。昨年度，92匹がふ化しており，今年はどうかなあ…と思っていましたが，８月18日からふ化が始ま

り，断続的に30日の夕方まで続きました。結局104匹のウミガメの赤ちゃんが誕生し，ふ化率が９割近

くまで達しており皆が驚いているところです。 

８月21日の出校日に，長浜海岸に放流に行きました。こういった活動を通して，自分たちの住む場所

にはすばらい自然環境があることに気付き，生き物の命も含め，大切に守っていこうという気持ちを

育てていければと思います。 

元気に育て！～ウミガメ放流～ 

９月１日(火)，２学期がスタートしました。始業式で

は，４年生のＫさんが代表のあいさつで，夏休みの思い

出と２学期の目標について話してくれました。 

台風が近付き天気は荒れ気味でしたが，子供たちから

は，２学期に向けて頑張ろうという決意を感じることが

できた始業式でした。 

 

 

 

 

 

 


